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Point1 助動詞willの用法：[形] 主語(S)＋will＋原形動詞(V) 

① willは未来を表す。…「～だろう。」「～するつもりだ。」 

・主語が I, weのとき 

→「～するつもりだ。」と自分の意志を表すことが多い。「～だろう」もたまにある。 

・主語が I, we以外のとき 

→「～だろう。」。他人の「つもり」はわからない。 

 

[現在] He comes here. 

[未来] He will come here. 

 

② 否定文・疑問文 

willをはじめとする助動詞の否定文・疑問文は be動詞と同じ扱いになる。 

 

・否定文：助動詞willの後に notをつける。 → S will not(won't) V ～. 

・疑問文：助動詞Willを文頭に出す。   → Will S V ～? 

 

 

Point2 be going to の用法 

◎ be going to＋原型V ＝ will 原形V 

 

[比較] I will watch TV. 

I am going to watch TV. 

→ ※ be動詞は主語によって使い分ける。 

※ 否定文・疑問文の作り方は be動詞を用いた文と同様。 

 

 

Point3 will, shallの慣用表現 

① Will you ＋ 原形V ～？ 

a) 相手に依頼する表現…「～してくれませんか。」 

[例]  Will you help me? / All right. 

b) 相手を勧誘する表現…「～しませんか。」 

[例]  Will you have a cup of coffee? / Yes, thank you. 

 

② Shall I ＋ 原形V ～? 

・相手の意向を問う表現…「(私が)～しましょうか。」 

[例]  Shall I wash the dishes? / Yes, please(do). 

 

③ Shall we ＋ 原形V ～？「～しましょうか。」＝ Let's ～. 

[例]  Shall we play tennis? / Yes, let's. 


